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う
め
は
ら

卜
）

ま

ど
う

官厨

・梅
原
胡
摩
堂
遺
跡

所
在
地
　
　
　
碁昌
山
県
南
砺
市

（旧
西
幅
波
郡
福
光
町
）
梅
原

・
宗
守

調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
五
月
１

一
九
九
二
年
六
月

発
掘
機
関
　
　
側
富
山
県
文
化
振
興
財
団
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

調
査
担
当
者
　
宮
田
進

一
・
高
梨
清
志

・
島
田
美
佐
子

・
越
前
慎
子

・

田
中
道
子

。
岸
本
雅
敏

・
橋
本
正
春

・
佐
藤
聖
子

・

河
西
健
二

・
安
念
幹
倫

・
佐
賀
和
美

・
谷
杉
延
子

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀
後
半
―

一
八
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

梅
原
胡
摩
堂
遺
跡
は
、
富
山

県
南
西
部
に
広
が
る
砺
波
平
野

の
南
部
に
位
置
す
る
大
規
模
な

集
落
遺
跡
で
あ
る
。
砺
波
平
野

は
庄
川

・
小
矢
部
川
に
よ
り
形

成
さ
れ
た
複
含
扇
状
地
で
あ
り
、

輸

本
遺
跡
は
、
小
矢
部
川
の
支
流

城
　
で
ぁ
る
山
田
川
の
浸
食
を
受
け

た
砂
礫
段
丘
と
、
よ
り
低
位
な

河
岸
段
丘
上
に
立
地
す
る
。
今
回
の
調
査
は
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
建
設
に
伴

う
も
の
で
、　
一
九
八
九
年
度
か
ら
九
二
年
度
に
か
け
て
四
年
次
に
わ
た
っ
て
実

施
し
た
。

遺
跡
の
規
模
は
南
北
約

一
ｋｍ
に
わ
た
り
、
そ
の
中
心
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ

て
南

へ
と
移

っ
て
い
く
。
中
世
前
期

（
一
二
世
紀
後
半
か
ら
一
四
世
紀
ま
で
）
に

は
、
遺
跡
の
北
部
の
大
規
模
な
溝
に
よ
り
区
画
さ
れ
た
中
に
、
大
型
の
総
柱
建

物
を
中
心
に
丼
戸

・
土
壊
墓

・
土
坑
が
あ
る
。
柱
穴
や
土
坑
か
ら
完
形
の
中
世

土
師
器
が
多
数
出
土
し
て
お
り
、
地
鎮
な
ど
の
祭
祀
が
行
な
わ
れ
た
可
能
性
も

あ
る
。
中
世
後
期

（
一
五
世
紀
か
ら
三
ハ
世
紀
ま
で
）

・
近
世

（
一
七
世
紀
か
ら
一

人
世
紀
ま
で
）
に
は
遺
跡
の
南
部
が
中
心
と
な
る
。
中
世
後
期
の
建
物
は
、
小

規
模
な
掘
立
柱
建
物
が
主
と
な
る
。
竪
穴
状
土
坑
や
石
列
を
伴
う
土
坑
が
あ
り
、

建
物
に
付
随
す
る
も
の
、
鍛
錬
鍛
冶
を
行
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。

こ
の
ほ
か
素
掘
り
の
井
戸
が
多
数
あ
り
、
建
物
の
棟
数
を
追
か
に
上
回
る
。
建

物
を
中
心
と
し
た
屋
敷
地
は
方
形
区
画
を
意
図
し
た
大
溝
に
囲
ま
れ
て
お
り
、

南
北
に
道
路
が
通
っ
て
い
る
。
そ
の
北
側
に
は
、
現
在
、
安
楽
寺
跡
と
伝
え
る

塚
が
残

っ
て
お
り
、
調
査
の
結
果
、
周
辺
で
堀
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
堀
を
隔

て
た
区
域
に
は
寺
域
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
近
世

に
は
中
世
後
期
の
大
溝
は
埋
め
ら
れ
、
建
物
は
梁
行

一
間
の
掘
立
柱
建
物
、
土

台
建
物

へ
と
形
態
変
化
す
る
。

木
簡
は
、　
一
九
九
〇
年
度
に
遺
跡
中
央
の
Ｂ
ｌ
地
区
で
検
出
し
た
溝
Ｓ
Ｄ
五

〇

一
人
か
ら
二
点
、　
一
九
九

一
年
度
に
Ｂ
ｌ
地
区
の
南
に
隣
接
す
る
Ｂ
２
地
区



で
検
出
し
た
土
坑
Ｓ
Ｋ
四
四
人
三
か
ら

一
点
、
計
三
点
出
土
し
た
。

木
簡
ω
②
が
出
土
し
た
Ｓ
Ｄ
五
〇

一
人
は
、　
一
五
世
紀
か
ら

一
六
世
紀
ま
で

の
屋
敷
地
を
区
画
す
る
溝
で
あ
る
。
こ
の
溝
は
、
断
面
が
逆
台
形
状
を
呈
し
、

幅
三

一
〇
―
四
四
〇
伽
、
深
さ
は
北
で
約

一
一
〇
伽
南
で
約
四
〇
伽
と
次
第
に

浅
く
な
る
。
途
中
途
切
れ
る
部
分
や
台
上
に
浅
く
な
る
部
分
が
あ
る
も
の
の
、

四
条
の
溝
が
直
角
に
連
結
し
て
屋
敷
地
を
方
形
に
区
画
す
る
。
溝
は
淀
ん
だ
状

態
で
あ
っ
た
た
め
か
木
製
品
が
多
く
、
木
簡
の
ほ
か
に
漆
器
椀

。
曲
物

・
下

駄

・
底
板
な
ど
が
あ
る
。
他
に
中
世
土
師
器

・
珠
洲

・
八
尾

・
越
前

・
瀬
戸
美

濃

・
青
磁

・
越
中
瀬
戸

。
石
臼

・
石
鉢
が
出
土
し
て
い
る
。

卒
塔
婆
①
が
出
土
し
た
土
坑
Ｓ
Ｋ
四
四
人
三
は
、　
三
二
世
紀
の
遺
構
で
、
南

北

一
〇
五
伽
、
東
西

一
二
〇
伽
、
深
さ
四
五
∽
の
不
整
方
形
を
呈
す
る
。
下
層

か
ら
大
量
の
中
世
土
師
器
と
木
製
品

（卒
塔
婆
・
柄
・
箸
）
が
出
土
し
て
い
る
。

箸
も
斎
串
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
供
養
関
連
の
祭
祀
を
行
な
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、　
一
九
八
九
年
度
に
遺
跡
北
端
の
Ｃ
２
地
区
で
検
出
し
た
溝
Ｓ
Ｄ

一
〇

一
〇

一
か
ら
、　
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
ま
た
孔
を
穿
つ
短
冊

形
の
木
製
品
が
出
上
し
て
い
る
が
墨
書
は
見
ら
れ
な
い
。
溝
Ｓ
Ｄ

一
〇

一
〇

一

は

一
五
世
紀
の
遺
構
で
、
幅
七
五
―

一
四
〇
伽
、
深
さ

一
六
―
三
五
帥
の
蛇
行

す
る
溝
で
あ
る
が
、
両
端
は
近
世
の
遺
構
に
壊
さ
れ
て
お
り
、
性
格
の
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。
他
に
須
恵
器

。
中
世
土
師
器

・
珠
洲

・
越
前

・
瀬
戸

・
石
臼
が

出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

溝
Ｓ
Ｄ
五
〇
一
八

ω
　
。
「
＜
口
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
翌

。
「
／＼
日
日
日
日
日
‐‐日
日
日
幽
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ＰＰ『
×
的∞
×
い
　
ｏ∞∞

②
　
。
「
＜

ｏ
口
日
日
□
」

ｏ
「
ノてヽ
　Ｏ
［日日日日
日日日日］」　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
　　　
ＰＯ卜
×
（］伽）×
∞
　
ｏ∞∞

土
坑
Ｓ
Ｋ
四
四
人
三

形

紺
産
〕

□

□

日
日
日
日
日
日
日
Ш
」

Ｌ
口

日

日

回

□

□

よ

け

と
」

〔
γ
Ｉ

工
〕

４^
　
コ
　

こ

（ム
帝
　
ス
●
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ
卜
⇔
×
∞
∞
×
卜
　
ｏ
ｏ
Ｐ

①
②
は
付
札
の
形
態
を
し
た
木
簡
で
、
か
す
か
に
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、

判
読
で
き
な
い
。
②
は
上
部
の
中
央
に
孔
が
穿
た
れ
、
片
面
の
左
端
に
縦
に
三

つ
の
山
を
連
ね
た
よ
う
な
線
刻
が
あ
る
。

③
は
卒
塔
婆
で
、
表
面
に
は
四
門
展
開
の
う
ち
の
西
方
菩
提
門
と
、
そ
の
下

に
ウ
ー
ン
が
読
み
と
れ
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
墨
書
の
痕
跡
が
あ
る
が
、
不
明
瞭

で
あ
る
。
ウ
ー
ン
を
含
め
た
中
央
部
に
は
金
剛
界
四
仏
、
あ
る
い
は
金
剛
界
五

仏
が
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
下
部
は
判
読
不
能
だ
が
、
尖

っ
た
部
分

(3)

冒9
ミを

回彩

□お
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を
頭
に
し
て
、
下
か
ら
も
四
門
展
開
の
う
ち
の
ど
れ
か
が
書
か
れ
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
。
裏
面
は
表
面
と
天
地
を
逆
に
し
て
墨
書
が
な
さ
れ
て
い
る
。
上
部

に
は
大
日
報
身
真
言

（胎
蔵
界
大
日
真
一一己

と
み
ら
れ
る
墨
書
が
あ
る
が
、
中
央

部
は
墨
書
が
消
え
て
お
り
、
下
部
は
墨
書
の
痕
跡
が
み
ら
れ
る
も
の
の
判
読
不

能
で
あ
る
。
下
部
に
は
大
日
報
身
真
言
と

一
連
の

「三
身
の
真
言
」
と
呼
ば
れ

る
真
言
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
が
書
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。　
一
般
に
、
卒

塔
婆
は
下
部
を
鋭
利
に
尖
ら
せ
て
、
挿
し
立
て
る
も
の
が
多
い
が
、
①
は
上
下

両
端
と
も
山
形
に
尖
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
種
の
員
茶
羅
的
な
書
様
の

も
の
を
細
い
塔
婆
の
上
に
書
く
た
め
の
工
夫
で
、
①
は
両
面
を
合
わ
せ
て
金
剛

界

・
胎
蔵
界
の
見
荼
羅
的
な
世
界
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
挿
し
立
て
て

使
用
し
た
も
の
で
は
な
く
、
何
か
に
添
え
て
使
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

⑭
富
山
県
文
化
振
興
財
団

『梅
原
胡
摩
堂
遺
跡
発
掘
調
査
報
告

（遺
構
編
産

（
一
九
九
四
年
）

同

『梅
原
胡
摩
堂
遺
跡
発
掘
調
査
報
告

（遺
物
編
産

（
一
九
九
六
年
）
（越
前
慎
子
）

CLr― l

的




